
スーパーグローバル大学創成支援（タイプＡ）東京工業大学 取組概要

【構想の名称】
真の国際化のためのガバナンス改革によるTokyo Tech Qualityの深化と浸透

【SGUの取組を通じて目指す大学の将来像】
本学がこれまで培ってきた実学に根差した最先端の教育研究の質－「Tokyo Tech Quality」－を更に深め，世界を環流する
理工学分野の知と人材のハブを担います。そして，その流れを通して「Tokyo Tech Quality」 を世界に広めることにより，「世
界最高の理工系総合大学」を目指します。

【構想の概要】
本構想では，以下の3つの取組みを有機的に連携づけて
実施します。

(1) ガバナンス体制の改革
・戦略的な教育・研究改革を実現するための体制構築
・学生・教員双方にとって魅力的な教育研究環境の実現

(2) 国際的視野での教育システムの刷新
・日本人学生・外国人留学生双方が，世界の有力大学と
シームレスに学舎（まなびや）を選べる教育システム

(3) 国際的な研究活動の刷新
・世界最高水準の研究を行う拠点を形成し，その成果を
学生に体験させて，国際的な視野を広める。

１．構想の概要



【１０年間の計画概要】

【特徴的な取組（国際化，ガバナンス改革，教育改革等）】
（１）ガバナンス体制の改革
⚫ 一元的ガバナンス体制への改革の第一歩として，平成26年度に，「国際教育研究協働機構」を設置し，平成30年度まで
に，その機能を「企画戦略本部（仮称）」に順次移行し，本事業終了後においても，学長直属の全学組織として，大学運営
を統括する。また，それと連動させ，教育・研究・広報を組織的に運営するマネジメントセンターを設置する。

⚫ 学長直属で情報の一元的な管理・分析・活用を担う，情報活用IR室を設置し，専任教職員を配置する。また，情報の自動
収集システムを平成30年度を目処に開発・運用する。

⚫ 国際的見地から多岐にわたる方策や運営の助言，評価を担える「国際アドバイザリーボード（仮称）」を平成27年度に設
置して，定期的な会議開催を行う。

⚫ 事務職員の国際力向上に関しては，長期的なキャリアパスを見据えた研修制度などの整備を既に進めており，平成28年
度からは，新たに，「ユニット派遣制度」を利用した，海外での実務研修を実施予定である。

（２）国際的視野での教育システムの刷新
⚫ 平成28年度開始予定の新教育システムと連動し，世界水準の学習環境整備の一環として，大学院における英語での授
業，アクティブラーニングに対応した組織的なFD研修の更なる充実を進めている。平成31年度までに，大学院課程につい
て，キャリア科目等，一部の科目を除いてすべての授業科目を英語で実施する。

⚫ 教職協働で本学の国際通用性を向上させるため，教職員と学生を「ユニット」として，海外教育研究機関に派遣する。この
仕組みにおいて，研究交流をベースに，学生交流の拡大，職員研修の実施などをとおして，組織的かつ実質的な国際連
携への発展を計画しており，平成27年度中に制度を設計し，平成28年度から実施予定である。

⚫ 海外大学との教育内容の整合性を高めるため，平成28年度に開始する新教育システムの効果を鑑みつつ，平成30年度
を目処に，教育プログラムの国際的認証の予備受審を実施し，その結果を受けて平成35年度を目処に，分野的に対応す
る教育プログラムに対してJABEE，EURO-ACE等の国際的認証の認定を受けることを目指す。

（３）国際的な研究活動の刷新
⚫ その時々で国際社会の課題や要請などに応じた，世界の研究者を惹きつける研
究を実施するための組織として，「科学技術創成研究院（仮称）」を設置する。
そして，大学院生を積極的に受入れ，世界的で高度な研究を通した教育を通し
て，学生の国際的視野を広め，国際共同研究への意欲を涵養する。

⚫ 平成30年度を目処に，「東工大博士研究員制度」を設置し，世界各国の研究
機関における国際共同研究を通して，若手研究者間の国際交流を活性化する。

【海外の大学との連携の推進方策】
⚫ 地域の特性（欧州，米国，アジアなど），言語（英語圏，非英語圏），各大学の特性（理工系大学，総合大学，その大学の
強い分野など）などを考慮し，連携することにより，グローバル社会に貢献する本学の強みがさらに伸ばせる大学を選定
する。この戦略に基づき，協定の締結，国際的な大学コンソーシアムや共同学位プログラムを構築することにより，世界
理工系トップ大学等との連携を強化する。

⚫ 海外協定校等への訪問・調査等を踏まえ，①学生のレベルに応じた多種多様な派遣プログラム，②海外大学のニーズに
即した受入プログラム，③海外オフィスを活用した学生交流プログラム，等を開発・実施する。併せて，各部局においても
学生交流プログラムを促進する全学的な実施体制を整備する。
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